



























































石 井 幸 江































































































































昭和60年 63年 平成3年 12年 21年 24年
相対的貧困率 12.0 13.2 13.5 15.3 16.0 16.1
子どもの貧困率 10.9 12.9 12.8 14.5 15.7 16.3





大人が一人 54.5 51.4 50.1 58.2 50.8 54.6
大人が二人以上 9.6 11.1 10.8 11.5 12.7 12.4
厚生労働省:平成25年国民生活基礎調査の概況（平成25年）から抜粋
備ができていないとなると，欠食や単品の食事，好きなも
のばかり食べる「ばっかり食べ」などが不適正な食習慣と
なり，栄養状態が悪くなることが懸念される。
そこで，孤食の子ども達の居場所づくりとして，共食で
きる場所である「子ども食堂」が増加している記事を新聞
で見た。（読売新聞 平成28年6月30日 朝刊）
「こども食堂ネットワーク」のサイトを開くと全国約90
か所の「子ども食堂」の紹介がされている。「子ども食堂」
とは，地域の方々が，飲食店の定休日などを利用して，地
域の子ども達に無料もしくは低額で食事を提供する場所で
ある。子どもがひとりで入って食べることができるが，大
人と一緒に食べることができる食堂もある。
食事をする場所ではあるが，人とのコミュニケーション
がとれる所で共食の機会が増えるという利点がある。しか
し，子どもだけの利用が続くことにより家庭が人任せにし
てしまうこともあるので，運営の仕方について今後，検討
しなくてはならないと新聞記事はまとめている。
ゆとりと食物摂取
10年ごとに実施されている「乳幼児栄養調査」の平成
27年度結果が8月24日に厚生労働省から発表された。こ
の結果は，今後の授乳離乳の支援，乳幼児の食生活改善
のための基礎資料となる。
今回の注目すべき結果として，社会経済的要因と乳幼児
の栄養摂取方法や食事の状況とに関連がみられたことが挙
げられる。「ゆとりあり」（「ゆとりがある」又は「ややゆとり
がある」），「ゆとりなし」（「あまりゆとりはない」又は「全く
ゆとりはない」），「どちらともいえない」の3つのグループ
に分けて，社会経済的要因，主要食物の摂取頻度について
調べている。
社会経済的要因は，「経済的な暮らし向き」，「生活の中
の時間的なゆとり」，「総合的な暮らし」の3要因で「経済
的な暮らし向き」では，「ゆとりなし」と回答していたの
が37.5％と他のグル―プに比較して最も高かった。「生活
の中の時間的なゆとり」でも，「ゆとりなし」と回答して
いたのが47.1％で，これも最も高かった。今回は，乳幼
児を持っている世帯の回答であるが，乳幼児以降の子ども
がいる家庭においてはもっと数値が高くなることが予想さ
れる。
社会経済的要因と主要食物の摂取頻度との関連では，社
会経済的要因別に，穀類（ごはん，パンなど），魚，肉，卵，
大豆大豆製品，野菜，果物，牛乳乳製品，お茶など甘
くない飲料，果汁など甘味飲料，菓子（菓子パンを含む），
インスタントラーメンやカップ，ファストフードの摂取
頻度との関連性を調べている。
「経済的な暮らし向き」において，魚，大豆大豆製品，
野菜，果物の摂取頻度が「ゆとりあり」のグループで高い
傾向がみられ，菓子（菓子パン含む），インスタントラーメ
ンやカップで「ゆとりなし」のグループで高い傾向がみ
られたと報告している。
現在，日本では魚，大豆大豆製品，野菜や果物を積極
的に摂取することを推奨している。特に日本人の野菜の日
常的な摂取量は少なく，野菜を多く摂ろうという食育がな
されているが，なかなか，適正量に届かない。
魚，野菜や果物の収穫量は，天候に左右されるものなの
で，一定の価格を保てず，価格変動が激しい食物であるた
め，食べた方が良いとわかっていても充分に買うことをた
めらう家庭があることも推測される。また，野菜や魚は生
食を除き，調理して食べることが多く，手間や時間がかか
るため，時間にゆとりがないと調理しづらく，簡単に調理
できる肉類と比較すると購買意欲が落ちていることも推測
される。
菓子（菓子パン類），インスタントラーメンやカップは，
スーパーマーケットの店頭のワゴンに山積みに置かれ，安
価で販売されているのをよく見かける。菓子パンは，エネ
ルギー量が高く，1個で1食分の食事のエネルギー量に相
当するものもある。インスタントラーメンやカップも簡
単に調理でき，おなかを満たすためには手軽なものである。
しかし，それだけで食事を済ますと，栄養素のバランスは
とれず，摂取する糖分や塩分が多くなり，濃い味を好むよ
うになる。子どもの頃に濃い味で食事をしているとそれが
習慣化し，将来，生活習慣病の発症要因の一つにもなる。
今回の調査から，社会経済的要因が子どもの食物摂取状
況を左右することがわかったことで，単に，魚，野菜，果
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物を積極的に食事に取り入れようという食育では，今の時
代，無理があるようだ。その世帯の経済的状況を把握した
うえで，ゆとりがあるないにかかわらず，栄養素のバラン
スがとれた食事の食材の選択，調理法など暮らしに役立つ
知識や技術を教えて実行に移してもらうことが必要となる。
ゆとりのない生活になると，生活することに精いっぱい
となり，食事にかける時間や食事内容を考える余裕がなく
なり，食に興味を失う。食に対して興味を持っていない人
達に，どのように興味を持ってもらうか，食育者としては，
いつも直面している問題である。食に興味がある人達は自
らが食に関する情報を得ようとし，講習会やインターネッ
トなどで得た情報を使って，食生活にいかそうとする。こ
こでも興味のない人と興味のある人との食生活に格差が出
てくる。その格差をどう埋めていくかは，常に考えなくて
はいけないところである。
日本には，2020年に開催される第32回東京オリンピッ
クを成功させるという目標ができた。国際的なイベントを
成功させることは，世界に国をアピールする絶好の機会で
あり，国民の意識を前向きにする機会でもある。
前回の東京オリンピック後，国民のスポーツへの関心は
高まり，積極的な健康づくりへのきっかけとなった。
このような具体的な目標がある時こそ，将来を担う子ど
も達への対策に社会が積極的に取り組むべきと考える。食
育は研究と実践が融合しての活動である。これからも大勢
の子ども達への食育に取り組んでいきたいと思う。そして，
4年後には，全ての子ども達が健康で，今よりもさらに笑
顔になり，未来に夢を描けるような社会になっていること
を心から願っている。
（いしい ゆきえ 管理栄養学科）
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